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第１節　現代社会の諸問題
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(1) 環境問題を地球規模でとらえる考え方は,1972年にスウェーデンのストックホル
ムで開かれた会議で急速に広がった。この会議名。

(2) 1980年代になると,環境は経済や社会の発展の基盤であり環境をそこなうことな
く開発することが持続的な発展につながるというとらえ方。

(3) 1992年にブラジルのリオデジャネイロで行われた会議。今日の地球環境問題に
関する世界的な取り組みに大きな影響を与えるようになった。

(4) 温室効果ガスの排出量が増大し、地球全体として地表,大気,海水の温度が上昇す
ること。

(5) 太平洋の赤道付近で海面水温が高くなる現象。

(6) 地球温暖化の防止については,1992年の地球サミットで何という条約が採択され
たか。

(7) 1997年の第3回締約国会議(京都会議)では,二酸化炭素の排出抑制についてはじめ
て法的な拘束力をもった何が採択されたか。

(8) クリーン開発メカニズム(CDM)や排出量取引などの手法。

(9) 2015年に発展途上国を含む国際社会全体が削減に取り組むための新たな枠組み

(10) オゾン層の保護については,1992年に「オゾン層保護のためのウィーン条約」で
オゾン層を破壊するカの強い特定フロンの全廃が決まった議定書。

(11) (10)の破壊の原因の一つである化学物質。

(12) 石炭や石油,天然ガスなどの化石燃料の使用にともなう硫黄酸化物や窒素酸化物に
よる大気汚染によって引き起こされる,強い酸性を示す雨。

(13) 砂漠化の防止と国際的な協力を進める条約。

(14) 特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約。

(15) 1973年に採択された,絶滅のおそれのある動植物を保護するための条約。

(16) 1992年には,生物の多様性の保全と生物資源の持続的利用などを定めた条約。

(17) 2002年に,地球環境問題への取り組みに対する評価と今後の課題について議論す
るための会議。

(18) 2012年に開催された,グリーン経済への移行によって持続可能な社会を形成して
いくことなどが議論された会議。

(19) 二酸化炭素の排出の少ない社会。

(20) 非政府組織をアルファベット三文字で。

(21) 民間非営利組織をアルファベット三文字で。

(22) 人間と自然の関係,現在の世代と将来の世代の間(世代間)の関係,個の行動と地球全
体の関係のあり方などを問うこと。

第１章　私たちの生きる社会


